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平成２８年度第１回流山市福祉有償運送運営協議会会議録 

 

１ 日時 平成２８年１０月１３日（木） 

午後１時３０分～３時００分 

 

２ 場所 流山市役所 第１庁舎３階 庁議室 

 

３ 出席委員 

桑田会長、弘田委員、鈴木（美）委員、渡邉委員、菅野委員、松本委員、 

奥野委員、鈴木（政）委員、熱海委員（中村委員代理）、 

矢口委員（宮島委員代理） 

 

４ 欠席委員 

  関委員、坂井委員、亀山委員 

 

５ 事務局 

  菊池介護支援課長、横山高齢者生きがい推進課長、小西障害者支援課長、 

  長谷川児童発達支援センター所長、 

古林健康福祉政策室長、大谷健康福祉政策室副主査 

 

６ 議題 

（１） 正副会長の選出について 

（２） 福祉有償運送の現況について 

（３） 福祉有償運送事業者の更新登録の協議について 

（４） その他 

 

７ 議事録（概要） 

（事務局：古林室長） 

 本日はお忙しい中、お集まり頂きましてありがとうございます。只今から、平成

２８年度第１回流山市福祉有償運送運営協議会を開催いたします。本日の司会を務

めさせて頂きます、社会福祉課健康福祉政策室長の古林と申します。どうぞよろし

く、お願い致します。本日の会議は、予め送付いたしました会議次第に基づき、進

めさせていただきます。 

 委員の皆様におかれましては、平成２７年８月３日付けで委嘱状を交付させてい

ただき、初めての協議会となりますので、改めて、委員の皆様のご紹介をさせて頂

きます。 

 初めに福祉有償運送を行っているＮＰＯ、社会福祉法人等の代表又はその指名す

る者としてお願いしております 

・特定非営利活動法人市民助け合いネットチーフコーディネーター兼理事の弘田娃

子様です。 

・特定非営利活動法人さわやか福祉の会流山ユー・アイネット代表の鈴木美智子様

です。 
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・千葉県高齢者生活協同組合花いちりん流山所長の渡邉秀樹様です。 

次に、市民の代表としてお願いしております 

・菅野弘美様です。 

・松本好夫様です。現在、流山社会福祉協議会に勤務をされております。 

・流山市身体障害者福祉会理事の奥野康子様です。 

 次に、学識経験者としてお願いしております 

・江戸川大学総合福祉専門学校校長の桑田知明様です。 

 次に、一般旅客自動車運送事業に関わる者及びその組織する団体の代表としてお

願いしております 

・富士タクシー代表取締役の鈴木政久様です。 

 次に、運輸支局長又はその指名する職員でお願いしております 

・関東運輸局千葉運輸支局首席運輸企画専門官の中村光秀様代理の熱海智一様です。 

 次に、市長又はその指名する職員で選任されております健康福祉部長の宮島と都

市計画部長の亀山については、市民会議等に出席のため、本日は欠席させていただ

きます。 

・健康福祉部長の代理として健康福祉部次長の矢口です。 

 それでは、矢口健康福祉部次長からごあいさつを申し上げます。 

 

（矢口健康福祉部次長） 

 本来であれば、宮島健康福祉部長が挨拶するところで御座いますが、所用のため

出席出来ませんので、代わって挨拶申し上げます。本日は、公私とも御多忙の中、

御出席を賜り、厚くお礼申し上げます。皆様方には、常日頃から保健福祉行政はも

とより市政各般に渡り、格別の御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

福祉有償運送運営協議会は、福祉有償運送の必要性、旅客から収受する対価その

他の福祉有償運送を行うために必要となる事項について協議する機関です。また、

移動制約者に必要な輸送を確保し、地域福祉の向上に寄与するよう運送事業者に必

要な指導及び助言を行うことが求められています。 

本市の移動支援事業は、ＮＰＯ等によるこの福祉有償運送サービスのほか、市内

の病院の送迎バスを利用した高齢者の移動支援事業、福祉タクシー利用券の交付、

ぐりーんバスの運行など市内の交通アクセスは大変便利になってきました。 

今後も本市福祉有償運送の安全と移動困難者に対する福祉の向上に御尽力をいた

だきたいと考えております。 

 本日は、ＮＰＯ法人 1 件の更新登録について協議をお願いすることになっていま

すので、よろしくお願い申し上げます。終わりに、委員各位のますますの御健勝、

御活躍を祈念申し上げまして、私の挨拶といたします。 

 

（事務局：古林室長） 

 ありがとうございました。次に、本日出席している健康福祉部の職員を紹介いた

します 

・介護支援課長の菊池です。 

・高齢者生きがい推進課長の横山です。 

・障害者支援課長の小西です。 
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・児童発達支援センター所長の長谷川所長です。 

・社会福祉課健康福祉政策室の大谷副主査です。 

 それでは、本日の議事に入らせて頂きたいと思います。なお、本日の議題の中で

福祉有償運送事業者の更新登録の協議について、申請事業関係者は審議に加わるこ

とはできませんので、委員の皆様にはご了承頂きたいと思います。 

 また、議事の進行につきましては、流山市福祉有償運送運営協議会設置要領第７

条第１項の規定により、会長が会議の議長になることになっておりますが、委員の

改選に伴い会長が不在ですので、矢口健康福祉部次長が仮議長を務めさせて頂きま

す。よろしくお願いいたします。 

 

（矢口健康福祉部次長） 

 ご指名がありましたので、仮議長を務めさせていただきます。会議に入る前に委

員の皆様にご報告いたします。本日の出席委員は、１０名です。委員の半数以上の

出席がありますので、運営協議会設置要領第７条第２項の規定によりまして、会議

は成立していることをご報告します。 

 それでは、議題に入らせて頂きます。最初に（１）正副会長の選出についてです

が、会長につきましては、運営協議会設置要領第６条第１項の規定により、「委員の

中から互選する」ことになっております。いかがいたしましょうか。 

 

（松本委員） 

 会長につきましては、運営協議会設置当初から学識経験者の方に会長をやって頂

いておりますので、今回も学識経験者として選任されています江戸川大学総合福祉

専門学校校長の桑田委員を推薦いたします。 

 

（矢口健康福祉部次長） 

 桑田様のご推薦がありました。他にいかがでしょうか。 

他にないようですので、桑田様でご異議のない方は挙手をお願いします。 

 

＜賛成９名、反対０名＞ 

 

 挙手多数ですので、桑田様を会長とすることに決定いたしました。桑田様よろし

くお願いします。それでは、会長が決まりましたので、議長を交代いたします。 

 

（事務局：古林室長） 

それでは、桑田会長からごあいさつをお願いします。 

 

（桑田会長） 

 只今、委員の皆様からご推挙によりまして、会長の指名を頂きました桑田でござ

います。よろしくお願い致します。流山市の福祉有償運送につきましては、平成２

８年３月末現在で６の事業者が対象となっており、３９４人の利用者がいると聞い

ております。福祉有償運送運営協議会は、福祉有償運送の申請に関わる事項につい

て協議するための機関ですが、併せて輸送の安全確保及び旅客のサービス向上につ
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いて協議することが求められます。 

本日の協議会では、１団体の更新登録についての協議を予定しています。 

協議にあたっては、委員の皆様の忌憚のないご意見をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

 

（事務局：古林室長） 

 ありがとうございました。これからは、桑田会長に議事進行をお願いします。 

 

（桑田会長） 

 それでは、議事進行を務めさせていただきます。次に、副会長についてですが、

運営協議会設置要領第６条第３項の規定では、「副会長は、あらかじめ会長が指名し、

会長を補佐するとともに会長に事故あるときは、その職務を代理する」となってい

ますが、差し支えなければ、前副会長の流山市身体障害者福祉会から推薦を受けた

奥野委員にお願いしたいと思いますが、奥野委員いかがでしょうか。 

 

（奥野委員） 

 お受けいたします。よろしくお願いします。 

 

（桑田会長） 

 奥野委員、よろしくお願いします。それでは、引き続き議事を進めさせて頂きま

す。よろしくお願いします。それでは、議題（２）の福祉有償運送運営状況等につ

いて、事務局から説明をお願いします。 

 

（事務局：大谷副主査） 

 福祉有償運送の現況について、説明させていただきます。先に郵送させていただ

きました資料をご覧ください。資料をお持ちにならなかった委員さんがいらっしゃ

いましたら申し出てください。 

 資料の１ページ、要介護（要支援）認定者数についてですが、第１号被保険者に

つきましては、平成２５年度が６，０４９人、２６年度が６，４５９人、２７年度

が６，７６４人 ３か年の合計が１９，２７２人で前回更新時 平成２２年度、２

３年度、２４年度３か年の合計が１５，８３２人でしたので比較すると３，４４０

人増えております。前回更新時は７８０人でしたので、約５倍近く増加しているこ

とになります。年齢をみますと、７５歳以上の方が８１％以上を占めております。 

 資料の２ページ、要介護１号～５号の合計ですが平成２５年度が６，２４６人、

２６年度が６，６７３人、２７年度が６，９７７人で３か年の合計が１９，８９６

人で前回更新時が１６，４６２人でと比較すると３，４３４人増えております。 

 次に、身体障害者手帳取得者状況についてですが、総数で２５年度が４，２５５

人、２６年度が４，２０２人、２７年度が４，１４７人で３か年合計が１２，６０

４人で前回更新時 平成２２年度、２３年度、２４年度３か年の合計が１２，０６

４人でしたので比較すると５４０人増えております。前回更新時は５５人でしたの

で、約１０倍近く増加していることになります。 
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 次に、知的障害者の状況ですが、２５年度が７８８人、２６年度が８２３人、２

７年度が８６９人で３か年合計が２，４８０人で前回更新時 平成２２年度、２３

年度、２４年度３か年の合計が２，０４４人でしたので比較すると４３６人増えて

おります。前回更新時は１０１人でしたので約４倍増えております。 

 次に、精神保健福祉手帳交付状況ですが、２５年度が９２１人、２６年度が９８

４人、２７年度が１，０６９人で３か年合計が２，９７４人で前回更新時 平成２

２年度、２３年度、２４年度３か年の合計が２，３０６人でしたので比較すると６

６８人増えております。前回更新時は１０１人でしたので約７倍近く増えておりま

す。 

 次に、資料４ページ、タクシー事業者の状況についてですが、流山市内に所在を

置くタクシー会社は３社で、車両台数が流山タクシー３１台（前回更新時２５台）、

新登交通１５台（前回更新時１３台）、ARM TAX(株)５台 となっております。なお、

ARM TAX(株)につきましては、新登交通さんと経営者が同じとのことです。また、前

回更新時にありました運河タクシーにつきましては、資料に記載していますとおり、

平成２５年１２月に野田市のタクシー業者に営業譲渡をしたとのことです。 

 次に、福祉タクシー利用券の利用状況でございますが、２５年度が３２，８９６

枚、２６年度が３１，９３８枚、２７年度が３２，８２７枚で３か年合計が９７，

６６１枚で前回更新時の平成２２年度、２３年度、２４年度３か年の合計は１０１，

８０１枚でしたので比較すると４，１４０枚の減少となっています。前回更新時の

枚数の増減が２，２５５枚減でしたので、更に１，８８５枚の減少となっておりま

す。 

 次に、平成２７年度の福祉有償運送運営状況ですが、平成２８年３月３１日現在、

市内の福祉有償運送登録事業者は特定非営利活動法人流山ユー・アイネットをはじ

め、６事業所となっております。車両台数は、計１０４台となっており、前回更新

時と比べると２台減少しております。会員の総数（登録者数）は３９４人、前回更

新時と比べると３４人増えております。年間輸送回数は１３，０７４回で、前回更

新時と比べると１，４１７回増えております。輸送収入は１，５７１万８千円で、

前回更新時と比べると２１４万１千円増えております。以上です。 

 

（桑田会長） 

 只今、事務局から説明がありました。委員の皆さんからご意見・ご質問を頂きた

いと思います。 

 

（松本委員） 

 運営状況の事故件数という資料では事故件数が０件ということで、利用者の皆様

にとって貴重な社会資源である制度であるので、事業者様には今後も安全に気を付

けていただいて運営していただきたいです。 

 

（桑田会長） 

 移動困難な方々を輸送するわけで、事故の無いことは非常に喜ばしいことですね。 

 

（鈴木（政）委員） 
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 福祉タクシー利用券の利用状況について、助成額が６３０円となっているが、消

費税が８％になったので６５０円ではないのですか。 

 

（事務局；障害者支援課小西課長） 

 助成額は６３０円です。初乗り運賃から心身障害者割引額を差し引いた額となっ

ております。 

 

（鈴木（政）委員） 

 現在、初乗り運賃は７３０円なので１割引だと６５０円になるはず。 

 

（事務局；障害者支援課小西課長） 

 この件に関しては、確認してお答えいたします。 

 

（鈴木（政）委員） 

 自動車燃料費の計算方法は、どのようなものですか。また、助成額の件数と金額

が一致しないと思うのだが。 

 

（事務局；障害者支援課小西課長） 

 ガソリン１ℓあたり５０円、軽油１ℓあたり３０円の助成額です。月２５ℓを基準と

しています。助成金額に関しては、あくまで福祉タクシーの利用金額のみであるが、

件数と金額の一致に関しては、もう１度調べてから回答いたします。 

 

（鈴木（美）委員） 

 資料に載っている助成額は、福祉タクシー利用券を実際に使用した枚数での金額

ですよね。発行しただけで利用していない場合は、助成額として掲載されていませ

んね。 

 

（事務局；障害者支援課小西課長） 

 その通りで、実際に使用された利用券に対する助成額です。 

 

（桑田会長） 

 利用券の枚数と助成額に関しては確認いただいて、議題（３）の福祉有償運送事

業者の更新登録の協議に移りたいと思います。事務局から説明をお願いします。 

 

（事務局：大谷副主査） 

 事業者申請概要については、今日委員の皆様に配布しました資料１に、記載して

あります。只今から、申請事業者に申請内容等について説明をして頂きますので、

その時に質問等がございましたらお願いします。それでは、更新登録申請事業者の

ヒアリングを実施します。特定非営利活動法人さわやか福祉の会流山ユー・アイネ

ットさん、ご入室をお願いいたします。 

 

＜流山ユー・アイネット担当者入室＞ 
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＜流山ユー・アイネットによる更新登録申請に係る説明＞ 

（桑田会長） 

 ありがとうございます。只今、更新登録申請について、説明がありました。委員

の皆さんから、ご意見・ご質問を頂きたいと思います。 

 

（熱海委員） 

 前回の申請から、運賃等大幅に変わったことはありますか。 

 

（流山ユー・アイネット担当者） 

 料金は、当初から一律８００円で変わっていません。保険の加入やガソリンの高

騰等がありましたが、このままやれるうちは現在の料金でやっていくという方針で

す。 

 

（熱海委員） 

 ボランティアの運転手さんの年齢が高齢化しているという話ですが。 

 

（流山ユー・アイネット担当者） 

 男性の方は一般就労が終わってから登録する方が多く、退職後の会員登録のため

高齢化は進んでいます。若い方で４０代から、年配の方で７０代の方が活躍してお

ります。７０代の方もいらっしゃるので、健康管理に関して事務所の方から連絡を

密にとるようにして徹底しています。余力のある範囲で送迎をお願いしています。 

 

（熱海委員） 

 運送業の許認可をしている身としては、高齢者の方の健康面には気を付けていた

だきたいと思います。 

 

（鈴木（美）委員） 

 補足させていただきます。有償運送の活動自体は、２１年前からグレーゾーンの

活動の中で、全国に助け合い活動が広がった時にユー・アイネットから流山市役所

に特区という形で始まりました。当時の代表が社会貢献ということで、市内全域８

００円と決めてコンピューターをプログラムしたため、国から認可を得た時にキロ

数毎の料金追加を考えたが、コンピューターの変更やボランティア精神の考えから

料金を変更せずにやっている。 

 

（桑田会長） 

 ありがとうございます。他にご意見・ご質問ありますでしょうか。 

 

（菅野委員） 

 車いすの扱いについて、指導する方はいらっしゃるのですか。 

 

（流山ユー・アイネット担当者） 

 私が介護福祉士の資格を持っていて指導しています。車いす車両に関しては、基
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本的に事務所が管理しているので、事務所の方で指導しております。車いすの操作

に関する研修もしています。車いす利用者は数名しかいないが、研修は定期的に行

っています。 

 

（菅野委員） 

 利用回数というか、需要はどれくらいあるのですか。 

 

（流山ユー・アイネット担当者） 

 依頼は多くありまして、余力の範囲内でしか受けられません。特に送迎に関して

は、終わる時間がまちまちなので余力がないと利用者に迷惑をかけてしまいます。

そのため、コーディネーターがスケジュール管理をして、無理の場合は他の業者さ

んを紹介しています。 

 

（鈴木（美）委員） 

 補足させていただきます。依頼は沢山くるのですが、例えば人工透析のように週

３回朝晩の送迎など、出来ないときは他の業者さんを紹介しています。無理なこと

はしないようにしています。 

 

（桑田会長） 

 他にありますでしょうか。では私から質問ですが、車いすでしか移動できない方

はどの位いるのでしょうか。 

 

（流山ユー・アイネット担当者） 

 現在は３名程です。車いす車両がかぶらないように依頼を受けています。 

 

（桑田会長） 

 車いす利用者の方からの依頼の場合は、操作できる方が運転手をしているのです

か。 

 

（流山ユー・アイネット担当者） 

 登録の方の半数以上が、ヘルパー２級の資格をもっているためその方々をまわし

ています。 

 

（鈴木（政）委員） 

 車両整備に関して、車の修理費は誰が払っているのですか。 

 

（流山ユー・アイネット担当者） 

 事業所で登録している車は、事業所内で修理する。持ち込みの方は自己管理です。 

 

（鈴木（政）委員） 

 持ち込みの自動車の修理に関して、トラブルが起きたりしませんか。 
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（流山ユー・アイネット担当者） 

 今までトラブルは起きていません。定期的に、事務所に来られた時に車のチェッ

クをしています。今後の課題として参考にさせていただきます。 

 

（鈴木（政）委員） 

 タクシーでも利用者側からのクレームがあったりしますが、何かありますか。 

 

（流山ユー・アイネット担当者） 

 クレームはほとんどあがっていません。しかし、車の中の臭いや軽自動車のため

狭いなどはあったかもしれないが、事務所には届いていない。運転手に対するモニ

タリングでも特に問題は出ていません。 

 

（桑田会長） 

 ありがとうございます。車の方は自家用車ですから車検もされていますし、安全

の確認は大丈夫のようですね。 

 他に何かございますか。よろしいでしょうか。無いようでしたら、この後、委員

間で更新登録申請事業者についての協議に移りますので、ここからは申し訳ござい

ませんが、関係者ということで鈴木美智子委員、流山ユー・アイネットさんは一旦、

退出をお願いします。 

 

＜鈴木（美）委員・流山ユー・アイネット担当者退出＞ 

 

（桑田会長） 

 更新登録申請についての協議に移りますが、承認するかどうかお諮りする前に、

意見交換をしておきたいと思います。特に、問題点や意見など、何かございますか。 

 

（桑田会長） 

 特になければ、更新登録申請事業者の特定非営利活動法人さわやか福祉の会流山

ユー・アイネットについて、採決を行います。なお、運営協議会設置要領第７条第

３項で「協議会の議事は出席委員の過半数で決定し、可否同数の場合は、議長が決

定する」と規定されています。承認の方は、挙手願います。 

 

＜賛成９名、反対０名＞ 

 

（桑田会長） 

 全員挙手のため、運営協議会として承認することで決定します。更新登録申請に

ついての協議が終了しましたので、鈴木美智子委員には入室をお願いします。 

 

＜鈴木（美）委員入室＞ 

 

（桑田会長） 

 それでは、先ほどの質問で未回答となっている利用券の助成額に関して、事務局
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からの説明をお願いします。 

 

（事務局；障害者支援課小西課長） 

 現在、助成額は６５０円です。これは、基本料金が７３０円の事業者に対してで

す。利用枚数と助成額が一致しない件に関しては、事業者によって基本料金が７３

０円とは限らないために、助成額が変動するためです。そのため、単純に６５０円

に利用枚数を掛けても資料の数字とはなりません。 

 

（桑田会長） 

 ありがとうございました。議題（４）その他について、事務局からお願いします。 

 

（事務局：大谷副主査） 

 今回の更新登録申請についての協議ですが、協議が調った場合には、運営協議会

から「運営協議会において協議が調ったことを証する書類」を、後日申請事業者に

交付します。また、お手元にお配りしました資料のうち、協議に係る申請書類は個

人情報がございますので、回収させて頂きますのでよろしくお願いします。 

 また、６事業者のうち５事業者の登録有効期限が平成２９年２月及び３月となっ

ていることから、次回の運営協議会の開催を１２月２０日（火）に予定をしていま

すので、よろしくお願い致します。 

 更新手続きの協議会の開催については、６事業所で更新時期が異なっていること

から、過去から時期をずらして２回開催している状況です。今後、更新協議に係る

協議会の開催について、委員の皆様の負担軽減を図る意味で、１回の協議会で完結

できるか、千葉運輸支局の熱海様に助言を頂ければと思います。 

 

（熱海委員） 

 流山市内の６事業者さんの更新時期は、近いといえば近いので１つにまとめるこ

とも可能だと思います。 

 

（桑田会長） 

 それは、今回の流山ユー・アイネットさんの期限を延長しても大丈夫ということ

でしょうか。 

 

（熱海委員） 

 規定によりまして、申請を更新期限前までに運輸支局に書類を提出していただけ

れば、協議会が開催されるまで期限を延長してもよいとありますので、協議会を開

くのが前後しても大丈夫です。 

 

（鈴木（美）委員） 

 協議会はどうしても開かなければいけないのですか。書類審査だけで更新をする

ことは出来ないのですか。 

 

（熱海委員） 
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 自治体によりますが、前回から大幅に変更がなければ書類上の協議だけで大丈夫

という話もあります。 

 

（桑田会長） 

 市の意見としてはどうでしょうか。 

 

（事務局：大谷副主査） 

 運輸支局へ提出する書類がそろっていれば問題ないという認識でいる。協議会の

中で書面にて行うという委員の総意があれば、その方向でも行けると思う。ただ協

議会を開くことで、有償運送の状況を知っていただきたいという考えもある。 

 

（桑田会長） 

 現段階ではまだ判断も難しいと思うので、第２回の時の議題に盛り込んでもらえ

ればと思います。他に何かございますか。よろしいでしょうか。無いようでしたら、

本日の議題は、全て終了いたしました。ご協力ありがとうございました。 

 

（事務局：古林室長） 

 桑田会長には、議事進行ありがとうございました。また、委員の皆様には、慎重

なご審議を頂きまして、ありがとうございました。以上をもちまして、平成２８年

度第１回流山市福祉有償運送運営協議会を終了させていただきます。誠に、ありが

とうございました。 

 


